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2 月

議会田口一登議員
代表

質問 
「河村減税は金持ち大企業優遇」

に言い訳ばかりの市長 
今こそ減税を見直し、ハコモノをやめ、暮らし最優先に 

3 月 7 日の代表質問で、田口一登議

員は、河村市長の「減税」の問題点を徹

底追及し、「いまこそ減税財源を暮らし・

福祉・教育・暮らしの応援に振り分ける

市政への転換を」と求めました。 

金持ち減税より暮らしの応援を 
小池都知事も「減税の効果は疑問」 

市民税減税の問題点として「金持ち・

大企業優遇は避けられない点を市長は

認識しているのか」との質問に、「地方税

が単一税率になったから仕方がない」と

言い訳するだけで、問題点を認めようと

しませんでした。 

田口議員は、先日の東京都議会で

10％減税に対する所見を求められた小

池都知事が「高額所得者に大きく、非課

税者には効果が及ばない」「税の公平性

の観点から課題があ

る」と答弁したこと

を紹介しました。し

かし市長は「ちょっ

とでも減税されれば

低所得者に優しい考

えだ」と強弁し「できんことをリキんで

も仕方ない」と開き直り。 

田口議員は「非課税者には減税の恩恵

はない」「年間数千円の減税より給食費

無料化や医療費無料化のほうが何倍も

子育て世帯の応援になる」として「いま

こそ減税をやめ福祉暮らしに財源を回

せ」と求めました。 

うらづけのない「新たな需要」で

愛知県と大型展示場の建設競争 

市政アンケートでの市政への要望は

「ムダな公共事業の削減」がトップでし

た。愛知県が空港島に建設している６万

㎡の巨大展示場に対抗し、金城ふ頭のポ

ートメッセ４万㎡に加えて、新たに空見

ふ頭に５万㎡の巨大展示場を計画して

います。愛知県知事が「適地ではない」

と認めない姿勢を示しているにもかか

わらず予算計上するのは「独断的」と指

摘しました。田口議員は「３つの展示場

で15万㎡という展示面積で採算を取れ

るのか」とただしました。市長は「客の

来ないままでほっておくほうがムダ。大

きい物を作って世界から客をとってく

る」と大見えを切りました。 

ポートメッセの拡張移転では 330 億

円、新たな大規模展示場では 500 億円

と推計、県の展示場も 340 億円と莫大

な税金投入になり問題だと批判しまし

た。 

今やるべきは貧困と格差の是正 

田口議員は、子どもの貧困問題をただ

し、市民の暮らしを応援する取り組みに

ついての提案を行い、市長に実施を迫り

ました。 

小学校給食費の無償化―小学校の

給食無料化に必要な予算は41億円です。

減税 117 億円をやめればすぐできます。

河村市長は「今でもどえりゃぁ安い」と

答弁。 

18 歳までの医療費無料化を―国は

子ども医療費の窓口負担を軽減してい

る自治体へのペナルティを未就学児ま

では廃止しました。これにより１億２千

万円の財源確保ができ、18 歳までの医

療費無料化に活用をと求めました。市長

は「泣かせるところがある。総合的に考

えたい」と答弁。 

市会議員柴田民雄 活動日誌 
● 8(水)：本会議[個人質問] 

● 9(木)：本会議[個人質問] 

● 10(金)：本会議[個人質問] 

● 11(土)：議員総会[3･11黙とう]  

● 12(日)：レゴランド視察, 名工大入試宣伝 

● 13(月)：総務環境委員会[総務局質疑] 

● 14(火)：定例朝宣伝[荒畑駅], 総務環境委員会

[環境局質疑] 
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入学準備金の入学前支給を―就学

援助制度の入学準備金は国の補助単価

が 2 倍にひきあがるため名古屋市も引

きあがりますが、支給時期を入学前にす

べきです。名古屋市以外の６政令市で実

施しています。 

介護保険料の軽減を―介護保険料は

制度開始の 34500 円から 70720 円

にと２倍以上の引き上げ。来年度は改定

が計画されます。「ぜひ引き下げを」と求

めました。 

ヒバクシャ国際署名に賛同し 

核兵器のない社会を 

平和市長会議に加盟している自治体

として、ヒバクシャ国際署に賛同を求め

ましたが、市長は「ミサイル実験は許し

がたい」と、答弁をさけました。 

2 月

議会個人質問
ダイジ

ェス ト① 
(3 月 8 日）藤井ひろき議員 

みどりが丘公園墓地に「樹木葬」を提案 

藤井ひろき議員は 8 日の本会議質問

で、墓地使用者の応募が減少している市

みどりが丘公園墓地（緑区）に、ニーズ

が高い「樹木葬」を導入するよう提案し

ました。 

募集の半分に満たない墓地区画応募 

同公園は墓地と公園が一体となった、

総面積約 60 ヘクタールの墓地公園。墓

所区域はその約３分の１を占め、整備が

完了した区画から応募を受け付けてい

ます。しかし応募倍率は昨年度 0.4 倍

と、募集の半分にも満たない状況。一方

で市は来年度、使用料を値上げする計画

です。藤井議員は「値上げすればさらに

申し込み者が減る。減少傾向への歯止め

策は」と問いました。 

三輪緑政土木局長は答弁で「ＰＲや草

取り代行などサービス向上に努めてい

る」と述べるにとどまりました。 

「樹木葬」４つの魅力 

藤井議員は同墓地に関する市のアン

ケート結果に触れ、「年金・所得の減少や

少子・晩婚化を背景に、承継を前提とし

ない墓地が求められている」と強調しま

した。 

その上で藤井議員は、墓石の代わりに

樹木や樹林を墓標にして、合葬式で故人

を弔う「樹木葬」を紹介。応募が殺到し

ている東京都や愛知県長久手市を例に、

「公営樹木葬」の 4 つの魅力―➀墓地使

用料が低価格②管理など家族に負担を

かけずにすむ③お墓の無縁化を防ぐ④

緑あふれる公園墓地の魅力を向上させ

る―をあげ、同墓地に「樹木葬」を導入

するよう提案しました。 

これに対し三輪局長は「維持管理や承

継面で心配事を抱えている市民が多い。

他都市の事例をしっかり調査し、市民に

必要なお墓を提供したい」と答えました。 

高齢者は転居が困難 市独自に住宅確保支援策を 

藤井議員は、アパート退去を迫られて

いる 80 代の女性から相談を受け、一緒

に転居先を探したものの、高齢を理由に

なかなか見つけることができなかった

経験を紹介。東京都板橋区などで行われ

ている、民間住宅あっせんや相談窓口の

設置など自治体独自の施策を例に、「単

身高齢者はますます増える。住宅確保が

困難な高齢者のための、支援策が必要だ」

と求めました。 

黒田住宅都市局長は「国の法改正後、

新たな住宅セーフティネット制度の検

討を進めたい」と答弁。 

「住まいは生存権の土台」 

藤井議員は「住まいは生活の基本であ

り、憲法 25 条が保障する生存権の土台

だ」と力説。国の施策の枠内にとどまら

ず、高齢者に特化した独自施策を率先し

てつくるよう強く要請しました。 

３・１１

追 悼議員総会で黙とう 
3 月 11 日(土)名古屋市会議員総会が

開かれ、東日本大震災の発生した午後 2

時 45 分に、本会議場で全市会議員と、

理事者（市長はじめ幹部職員）らが 1 分

間の黙とうをささげ、犠牲者の冥福と被

災地の一日も早い復興を祈りました。 

新開副市長、福田副議長は、陸前高田市

で開催された追悼式典に出席しました。 

協力弁護士と初回無料で法律相

談ができます【予約制・30分】 

第２金曜日：午後 2 時〜4 時 

緊急の場合などご相談下さい 

4 月 14日(金)午後 2時～4時 

5 月 12日(金)午後 2時～4時 

6 月 9 日(金)午後 2 時～4時 

7 月 14日(金)午後 2時～4時 

無料法律相談のご案内 

西友御

器所店 
国際高校

グランド 

塩
付
通 

山王通 
←御器所駅 川名駅→ 

昭和署 

広路通 5 

塩付通 4 

柴田民雄事務所 昭和区南分町 3-3 
御器所駅・川名駅から徒歩 11分

P 南分町 4 

広路通 1 
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(コラム：「上を向いて歩こう」はお休みします) 


